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最終学歴：高崎健康福祉大学大学院保健医療学研究科看護学専攻修士課程卒業  
 
学位：修士（看護学） 
 
免許：看護師、助産師 
 
所属学会等：日本看護管理学会、日本クリニカルパス学会 
 
主な職歴：昭和 61 年 4 月～平成 25 年 3 月公立藤岡総合病院（看護師・助産師）  

平成 25 年 4 月～平成 30 年 3 月公立藤岡総合病院（教育担当看護師長）  
平成 30 年 4 月～令和 6 年 3 月公立藤岡総合病院（看護師長） 
令和 6 年 4 月～現職 

 
専門領域：看護管理 
 
研究領域：中堅看護師のキャリア形成への支援 
 
担当授業科目： 
看護管理学方法論：（4 年前期、科目責任者） 
看護管理学概論：（3 年後期、科目責任者） 
チーム医療論（3 年後期、科目責任者） 
リスクマネジメント論：（2 年前期、科目責任者） 
診療関連技術（2 年前期、科目分担者） 
看護共通技術（1 年前期、科目分担者） 
ヘルスアセスメント（1 年後期、科目分担者） 
生活行動支援技術（1 年後期、科目分担者） 
看護管理実習：（4 年前期、科目責任者） 
統合実習（管理）：（4 年前期、科目責任者、旧カリ） 
受け持ち看護実習（2 年後期、科目分担者） 
看護体験実習（1 年後期、科目分担者） 
看護研究（4 年通年、科目分担者、新カリ・旧カリ） 
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